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１．ヒューズ　ブライアン　アイヴァー� 『コミュニケーション』� アメリカ� 川崎市国際交流協会
２．趙　希景（チョウ　ヒギョン）� 『釜飯の食べ方』� 韓　国� ＩＥＣＣ東京教育専門学院
３．林　小波（リン　ショウハ）� 『手紙』� 中　国� 興和日本語学院
４．李　相赫（イ　サンヒョク）� 『私の「恩返し」』� 韓　国� 外語ビジネス専門学校
５．チェン　ニシムラ　サンディ� 『カナダの冬より日本の冬の方が寒いです』� カナダ� 川崎市国際交流協会
６．曺　在雄（ゾ　ゼウン）� 『情けは人の為ならず』� 韓　国� 専修大学
７．マシュー　パリジ　� 『日本と週末』� フランス� 川崎市国際交流協会
８．マハラザン　ビサ� 『国の宝物』� ネパール� ロゴス国際学院
９．金　恵教（キム　ヘキョ）� 『一人で楽しめる日本』� �韓　国� ＩＥＣＣ東京教育専門学院�
10．李　征平（リ　セイヘイ）� 『私の趣味アメフト』� �中　国� 興和日本語学院
11．ラボレル　フローリアン� 『チーズとなっとう…』� フランス� 川崎市国際交流協会

　(財)川崎市国際交流協会主催、川崎ライオンズクラブ・創作集団にほんご・山下秀男

評議員協賛による「第15回外国人市民による日本語スピーチコンテスト」が去る2月14

日（土）、川崎市国際交流センターで開催されました。例年になく男性出場者が多く、

文化の違いについて語られました。「チーズとなっとう…」という食文化から見た楽し

い内容のスピーチで最優秀賞を獲得されたラボレル　フローリアンさん（フランス）に

は、“ブラボー”の声援が会場から贈られました。
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